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複雑性尿路感染症に対するL-105の 使用経験
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複雑性尿路感染症の26例 に注射用半合成セファロスポリン系抗生剤L-105を 使用 し,UTI薬

効評価基準に合致 した23例 について臨床効果を検討した。投与量は1日2g,2回 分割で,5日 間に

わた り投与 した。

23例 の総合臨床効果は著効2例,有 効9例,無 効12例 で有効率は48%で あ った。細菌学的効果で

は全41株 中,28株 が消失 し,消 失率は68%で あ った。副作用としては,自 他覚的に臨床症状を呈 し

たものはなかったが,3例 でGOT,GPT,AIPに 軽度な上昇を認めた。

L-105は 日本レダリー株式会社で開発されたセファロ

スポリン系抗生物質である。本剤は広範囲な抗菌スペク

トラムを有し,グ ラム陰性桿菌ばか りで な く,グ ラム

陽性菌に対しても優れた抗菌力を示し,殺 菌 的 作 用 で

β-lactamaseに も安定である1)。今回,わ れわれは慢性複

雑性尿路感染症に対して本剤を用いる機会を得たので,

その成績について検討を加えて報告する。

1.対 象および方法

対象は1984年8月 から10月 までに秋田大学医学部付属

病院および関連病院に入院した26名 の慢性複雑性尿路感

染症患者である。性別は男性25例,女 性1例 であ り,年

齢は39歳か ら87歳 に及んでいる。疾患別にみると,膀 胱

炎23例,腎 孟腎炎3例 であった。

投与方法は1日 量29を2回 に分割し,20例 で静注,

6例 で点滴静注の経路で5日 間 投 与 した。効果判定は

UTI薬 効評価基準1,2)に準 じて行った
。副作用は自他覚

的症状の有無および臨床検査値の推移につい て 検 討 し

た。

II.成 績

26例の臨床成績をTable1に 示す。

UTI薬 効評価基準を満たした23症 例について検討 し

た疾患病態群別臨床効果をTable2に 示す。単 独感 染

群 は12例(52%)で,そ の 内訳 は カ テ ー テ ル留 置 症 例5

例(22%),前 立腺 術 後 感染 症例1例(4%),そ の 他 の

上 部 尿 路 感染 症例1例(4%)お よびそ の他 の下 部 尿 路

感 染 症 例5例(22%)で あ った 。混 合感 染 群 は11例(48

%)で,カ テ ーテ ル 留置 症 例6例(26%)お よ び非 留 置

症 例5例(22%)で あ った 。 有効 率 を み る と,単 独 感 染

群 で は 著 効2例,有 効5例,無 効5例 で,有 効 率 は58%

で あ った 。混 合 感染 群 で は有 効4例,無 効7例 で,有 効

率 は36%で あ った 。

総 合 臨床 効 果 をTable3に 示す 。膿 尿 に つ い て は 正

常 化3例(13%),改 善5例(22%),不 変15例(65%)

で あ った 。細 菌 尿 に つ い て は 陰 性 化9例(39%),減 少

2例(9%),菌 交 代3例(13%),不 変9例(39%)で

あ った 。 以上 か ら,著 効2例(9%),有 効9例(39%),

無 効12例(52%)で 有効 率 は48%で あ った 。

細 菌 学 的 効 果 をTable4に 示 す 。 投 与 前 に は18菌 種

41株 が 分 離 さ れ,そ の なか でP.aeruginosaが9株 と もっ

と も多 か った 。投 与後 に は41株 中28株 が 消 失 し,消 失率 は

68%で あ った 。 内訳 を み る とS.aureus(2株),Efaecalis

(5株),E.faecium属(1株),E.coli(4株),Kpneumoniae

(2株),Enterobacter属(5株),Proteus属(1株),

Morganella morganii(2株),Alcaligenes faecalis(1株)
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Table2 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI

Table3 Overall clinical efficacy of L-105 classified by type of infection

お よび その 他 のSerr4ti4属(1株)は す べ て 消失 した 。

一方 ,P.aeruginosa(9株)は す べ て 存 続 した 。

また,S.marcescensで は4株 中2株,Acinetobactor

calcoaceticusで は2株 中1株 に菌 消 失 を み た 。投 与 後 出現

菌はE.faecium(2株),Efaecali5(1株),Shaemolyticus

(1株),Staphylococcus属(1株),A.calcoaceticus(1株),

F.odarotum(1株),P.putrefaciens(1株),P.aeruginosa

(1株),S.marc8scens(1株)で あ った 。

投与前 出 現菌 株 のMICは32株 で測 定 し た が,そ の

成績 と細 菌学 的 効 果 との 相 関 をTable5に 示 す 。細 菌 学

的効 果が 不 変 で あ った9株 の な か で,MICが>100μg/

mIで あ った7株 は い ず れ もP.aemgino5aで あ った 。

1.56μg/mlを 示 した の はS.marcescens,25μg/mlを 示

した のはA.calcoaceticusで あ った 。

また,細 菌学的効果が消失であった22株 はそれらの21

株のMICが100μg/m1以 下に分布 して い た。MIC

が>100μg/mlで あった1株 はS.aureusで あ った。

副作用については,検 討を加えた26例 のいずれにおい

ても自他覚的症状は認められなかった。臨床検査成績の

推移はTable6に 示す。症例10,11お よび20の3例 に

おいて,GOT,GPT,AIPに 上昇が認められたが,投

与終了後4週 後には正常化した。

III.考 察

近年'泌 尿器科領域では難治性の複雑性尿路感染症が

増加 し,起 因菌と して はE.faecalis,P.aeruginosa,S.

marcescensな どが検出されている。 したがって,こ れ ら

の菌種に対する有効性が期待され,か つ安全性にも優れ

た抗生物質が望まれている。
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Table 4 Bacteriological response to L-105 in complicated UTI

*: regardless of bacterial count t: strains appearing after L-105 treatment

Table 5 Relation between MIC and bacteriological response in L-105 treatment

Inoculum size: 108 CFU/ml

Number of strains: 32 strains

一方,化 学療法剤の進歩も著しく,安 全性および薬剤

の抗菌力の範囲は広がる傾向にある。とくに,セ ファロ

スポ リン系新規抗生物質の開発はめざましい もの が あ

る。今回,わ れわれが使用 したL-105は セファロスポ

リン系半合成抗生物質で,好 気性,嫌 気性のグラム陽性

菌およびグラム陰性菌に対し広い抗菌スペ クトルを 有

し,第三世代セフェム剤の抗菌力が及ばないS.amusに

も有効性を示す。安全性についても,3位 側鎖 に1,2,3鱒

thiadiazol-5-y1-thiomethy1基 を導入 した ことによ り,

ジスルフィラム様作用および出血傾向などが生じる可能

性がほとんどなくなったといわれている3)。

今回の成績では,総 合有効率が48%と 低値 であった

が,こ の原因としてはUTI薬 効評価基準の疾患病態群

の第1群(5例)お よび第5群(6例)の カテーテル留
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置例(11例)が それぞれ40%,17%と 低 い有効率であっ

たことが挙げられる。

細菌 学 的効 果 を み る と,グ ラム陽性菌9株 中9株

(100%),P.aeruginosaを 除 くグラム陰性菌21株 中17株

(81%)に 消失を みた。これは本剤の抗菌スペクトラム

の広さおよび抗菌力の強さを示しているもの と思 わ れ

た。

しかし,P.aeruginosaに 対 しては限界があり,9株 い

ずれもが消失しなかった。膿尿に対する効果をみると,

正常化3例(13%),減 少5例(22%),不 変15例(65

%)で,改 善率は35%で あった。68%を 呈 した除菌率よ

り低い値であるが,こ れは他の同系抗生物質の複雑性尿

路感染症に対する成績4～8)と同様であると考えられた。

本剤のMICと 除菌効果 との関係をみると,MICが

100μg/ml以 上の菌は不変となったものが9株 中7株 と

高率であり,1回 投与量19の 静注後には最高値で100

μg/ml前 後 の血中濃度となることを考えると妥 当 な成

績であると思われた。

以上から,L-105は 尿路感染症に対 して有用で安全な

薬剤として満足できるものと思われた。
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L-105 was used in the treatment of 26 patients with complicated urinary tract infections.

L-105 was administered 1 g twice a day for 5 days.

The clinical evaluation could be done in the 23 out of 26 cases according to the criteria of

UTI committee. Our results were excellent in 2 cases and moderate in 9 cases and poor in 12 cases.

The overall efficacy rate was 48%. 28 out of 41 strains were eradicated, with the elimina-

tion rate of 68%.

No serious side effect was observed.


